
本牧・根岸地区

第５期（令和8～12年度）

中区地域福祉保健計画

目指すまちの姿

　本牧・根岸地区では、町内会ごとに第４期計画の振り返りや、第５期計画策定に向けた検討を行いました。
また、「高齢」「障害」「子ども」それぞれの分野で、地域の方と関係機関・団体との地区懇談会を実施しました。
　それらの意見を踏まえ、地区社協理事会内で、第５期計画をつくりあげました。
　地区懇談会では、活発な意見交換が行われ、「まずは地域での声かけ・あいさつから始めよう」といった声が
ありました。今後も、このような懇談会を通して、顔の見えるつながりを大切にしていきたいです。

第５期計画はこのように作りました

本牧・根岸地区の統計データ

●根岸町 ●根岸加曽台 ●池袋
●矢口台 ●本牧間門 ●本牧荒井の一部　
●本牧三之谷 ●本牧大里町 ●本牧元町
●本牧原の一部 ●錦町 ●かもめ町　
●千鳥町 ●豊浦町 ●本牧ふ頭　
●南本牧

　中区全体と比較すると高齢者、子どもの割合が高くなっています。また、単身世帯よりも２～４人世帯が多い
地域です。未就学児の保護者を対象に実施したアンケート調査では、ご近所づきあいは７割程度（あいさつや
立ち話もするようなお付き合い）、３割の人が地域とのつながりが強いと感じているようです。

■人口 〈本牧・根岸地区の人口割合〉
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出典記載のないものは「横浜市統計情報ポータル」（令和７年３月現在）より引用しています。

第５期（令和8～12年度）

目指すまちの姿

第６地区の統計データ

●大芝台 ●大平町 ●塚越
●寺久保 ●西竹之丸 ●根岸旭台
●根岸台 ●簑沢 ●山元町
●滝之上 ●山手町の一部

第6地区
中区地域福祉保健計画

自然と歴史の調和・心あたたまる絆・
「このまちが大好き」をつないでいく

90

■人口 〈第6地区の人口割合〉
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　人口は区内で3番目に多い地区ですが、５年前に比べ緩やかに減少しています。14歳以下・15～64歳
の人口割合はともに減少してますが、65歳以上の人口割合は増加しており、高齢化率が高くなっています。
　対して、高齢者のみの世帯の割合は区内で２番目に低く、一人暮らし世帯の割合も他地区と比べて
低くなっています。
　また、居住年数は20年以上の人がもっとも多く、長く住み続けている人が多いことが特徴です。
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■住民の居住年数〈総数16,782人〉

出典：令和2年国勢調査

2,628人4,020人3,245人2,166人2,554人807人1,362人

出典記載のないものは「横浜市統計情報ポータル」（令和７年３月現在）より引用しています。

第５期計画はこのように作りました

　第６地区では、連合町内会、地域の各種団体・施設等で組織された「元気づくり推進協議会」と協議
会をサポートする「町づくりプロジェクト」を中心に計画策定に取り組みました。作成にあたり、「第６地区
をみんなでつくる」計画となるよう、地域の団体等へのヒアリング（計７団体延べ45人）やアンケート
（111件回答）、地元の小学校とのワークショップを実施しました（50人参加）。その結果を踏まえ、「元
気づくり推進協議会」で決定しました。
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第６地区の取組目標

目 標

１：魅力的なイベントや場所へ
みんなで参加、つながりを
作ってもっと楽しみます

 地域の活動や根岸森林公園などの特色あ
る場所を通じて、みんなが幅広い交流を図
り、誰もがふれあう町にします。

2：世代を超えて
地域のつながりを
育み続けます

　お祭りや運動会、その他のイベントを活用
した地域交流を推進します。子どもも大人も
共に地域の課題を考えます。

３：つながりを大事にして、
誰もが安心して
過ごせる町にします

　互いに助け合い、みんなが環境に配慮し
た安心・安全に暮らせる町にします。

取 組

これまでの計画（第４期計画）の振り返り

●第６地区運動会や簑沢地域ケアプラザまつり（みのさわデー）、
盆踊りが開催され、多くの世代のふれあう場となりました。
また、子ども中心の企画「リトルシェフキッチン」を開催しました。

●コロナ禍を経て作成したイベントカレンダーについて、従来の紙
面版に加えWEB版の発信を行い、地域活動を広く周知しました。

●「ふれあいサロン山元」やその他の町内会で行われている地域交
流の場を継続するとともに、「元気プラスノルディック」などの
ウォーキング、ラジオ体操、介護予防講座等の健康づくりを進め
ました。

●高齢者の詐欺被害防止のため、警察署や高校の演劇部等と連携
し、防犯をテーマにした演劇を上演しました。

●根岸森林公園は「まちの宝」。森林公園を活用して「まち全体」の
活性化に取組んできました。

●子どもから大人まで、みんなで「防災」、「地域の安全」、「まちの
美化」に取組んできました。

第６地区はこんなまち！

　歴史ある丘陵地帯に形作られた地域であり、根岸森林公園を中心に緑豊かで自然と歴史が調和
する町です。昔ながらの下町の良さを生かした地域住民の助け合いの精神が息づいており、地域
イベントやふれあいの場も多くあります。坂道や階段が多い一方で、富士山や港の見える丘公園な
どが見える美しい景観が魅力です。
　住民の声を生かしたまちづくりを進めています。
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第６地区の取組目標

目 標

１：魅力的なイベントや場所へ
みんなで参加、つながりを
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る場所を通じて、みんなが幅広い交流を図
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盆踊りが開催され、多くの世代のふれあう場となりました。
また、子ども中心の企画「リトルシェフキッチン」を開催しました。

●コロナ禍を経て作成したイベントカレンダーについて、従来の紙
面版に加えWEB版の発信を行い、地域活動を広く周知しました。

●「ふれあいサロン山元」やその他の町内会で行われている地域交
流の場を継続するとともに、「元気プラスノルディック」などの
ウォーキング、ラジオ体操、介護予防講座等の健康づくりを進め
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●高齢者の詐欺被害防止のため、警察署や高校の演劇部等と連携
し、防犯をテーマにした演劇を上演しました。

●根岸森林公園は「まちの宝」。森林公園を活用して「まち全体」の
活性化に取組んできました。

●子どもから大人まで、みんなで「防災」、「地域の安全」、「まちの
美化」に取組んできました。

第６地区はこんなまち！
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第５期（令和8～12年度）

目指すまちの姿

第６地区の統計データ

●大芝台 ●大平町 ●塚越
●寺久保 ●西竹之丸 ●根岸旭台
●根岸台 ●簑沢 ●山元町
●滝之上 ●山手町の一部

第6地区
中区地域福祉保健計画

自然と歴史の調和・心あたたまる絆・
「このまちが大好き」をつないでいく

90

■人口 〈第6地区の人口割合〉
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　人口は区内で3番目に多い地区ですが、５年前に比べ緩やかに減少しています。14歳以下・15～64歳
の人口割合はともに減少してますが、65歳以上の人口割合は増加しており、高齢化率が高くなっています。
　対して、高齢者のみの世帯の割合は区内で２番目に低く、一人暮らし世帯の割合も他地区と比べて
低くなっています。
　また、居住年数は20年以上の人がもっとも多く、長く住み続けている人が多いことが特徴です。
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■住民の居住年数〈総数16,782人〉

出典：令和2年国勢調査

2,628人4,020人3,245人2,166人2,554人807人1,362人

出典記載のないものは「横浜市統計情報ポータル」（令和７年３月現在）より引用しています。

第５期計画はこのように作りました

　第６地区では、連合町内会、地域の各種団体・施設等で組織された「元気づくり推進協議会」と協議
会をサポートする「町づくりプロジェクト」を中心に計画策定に取り組みました。作成にあたり、「第６地区
をみんなでつくる」計画となるよう、地域の団体等へのヒアリング（計７団体延べ45人）やアンケート
（111件回答）、地元の小学校とのワークショップを実施しました（50人参加）。その結果を踏まえ、「元
気づくり推進協議会」で決定しました。

第５期（令和8～12年度）

目指すまちの姿

第５期計画はこのように作りました

新本牧地区の統計データ

新本牧地区
中区地域福祉保健計画

　　自治会町内会長、地区民児協、区民利用施設や福祉施設などで構成された「新本牧地区元気づく
り推進協議会」で実施したアンケートをもとに計画の原案を作成し、それについて再び意見をもらい、
計画を完成させました。アンケートでは、「日ごろの挨拶が大切。そういったつながりが有事の際にも
有効に働く。」「交流の機会があり、継続してほしい。」「声をかけ合えるまちにしたい。」などのご意見
や、高齢者の見守りや外国人居住者との交流、防災の取組についてのご意見もありました。

●本牧宮原 ●本牧和田 
●和田山 ●本牧原の一部90

■人口 〈新本牧地区の人口割合〉
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■住民の居住年数〈総数9,238人〉

出典：令和2年国勢調査

1,897人1,524人1,710人1,336人1,686人611人474人

出典記載のないものは「横浜市統計情報ポータル」（令和７年３月現在）より引用しています。

新本牧は「あいさつ」でまちづくり
～広げよう!つなげよう!「人の和」～

自転車安全教室

防災訓練

　新本牧地区の約２割が６５歳以上の高齢者世帯です。働き世代も多く居住しており、７割程度が２人
以上の世帯であることから、ファミリー層が多く住んでいると考えられます。
　地域の３割程度は１０年以上の居住年数になっており、地域に長く住んでいる人も増えてきました。
単位自治会ごとに個性的な行事もあり、つながりや交流ができるような個性のある取り組みも見られる
ようになってきました。様々な世帯が暮らしているため、世代や世帯人員数などを越えて、幅広くつながり
をつくっていくことが大切です。
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